
まちづくり市民懇話会

とことん懇話会

「第５次岸和田市総合計画」の策定及び「都市計画マスタープラン」の見直しに向けて
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※開催にあたり、新型コロナウイルス感染症対策を実施しています。

ＴＯＰＩＣＳ

これまでと同じ６つのグループに分かれ、前回までの振り返りをしたあと、

まだ議論されていないテーマについて、基本計画検討資料をもとに、意見
交換を行いました。

とことん1

到達目標 基本計画のブラッシュアップに向けて、各グループのテーマ
（個別目標の方向性）について意見交換しましょう

▲グループ（ブレイクアウトルーム）の議論の様子



お問い合せ：岸和田市役所 総合政策部企画課 政策担当 （tel. ０７２-４２３-９４９２）

第２９回：令和４年 ５月１５日（日）
場 所：オンライン＋市役所新館４階第１委員会室（臨時オンライン会場）
参 加 者：市 民：現地オンライン ４名 オンライン １５名

若手職員：現地オンライン ５名
議 題：１．基本計画の検討（個別目標の方向性を絞って議論 その②）

２．次回について

■開催概要

【第30回】 令和４年 ５月 29日（日） ➡ 基本計画の検討（個別目標の方向性を絞って議論その②）
【第31回】 令和４年 ６月 26日（日） ➡ 実際の行動に移してみる

とことん1・続

• いろんな取組をしていることをいかにして市民に伝えるかが重要だと思います。
• 立場が違えば思い入れも違うので、万人受けする政策はないけれど、柔軟に対
応できるようなものにできればいいのかなと思います。

• 自然環境や環境汚染について話をする中で、市民が自分ごとに思えるためには
どうしたらよいか悩みました。

■今後の予定

懇話会後の参加市民・若手職員からの感想です

若手職員市民

とことん２

など

グループ 議論の内容（一部）

岸和田の次世代を
育むまち①

学校園の適正な施設整備や魅力ある運営を行う
・保護者を対象にしたアンケートがあれば、より実態が分かるのではないか。
地域と連携し、子どもの社会的な心を育む
・みんなでめざそう値について、大人（保護者）視点の指標があってもいいのではないか。

岸和田の次世代を
育むまち②

子ども一人ひとりが輝けるための適切な支援を行う
・公民の役割に、SNSやインターネット等を使うときの道徳的な教育なども必要だと思う。
郷土の歴史や文化に触れる機会をつくる
・市の取組を知らない（目にしていない）人が多く、全体を通してPR不足が課題。

健康で自分らしく
生きられるまち

常日頃から、地域の中でお互いに助けあえる地域共生社会の関係づくりを進める
・子どもの頃からのインクルーシブ教育やコミュニティ・スクールの取組も重要。
高齢者が自分らしく生活できる環境づくりを進める
・困っている方を拾い上げるために、地域コミュニティをどうつないでいくかが重要。

安全で安心して
暮らせるまち

空き家を適正に管理するとともに、建築物の安全性を確保する
・空き家を放置せず、利活用に向けて取り組めることを考える必要がある。

人と自然が共生した
住みよいまち

環境汚染による健康被害の発生を防ぐ
・みんなでめざそう値について、「騒音」に関するものを追加してもいいのではないか。
貴重な自然環境と生物多様性の保全・活用を進める
・若い世代にも興味を持ってもらえるような工夫やきっかけづくりが必要。

賑わいと活力を
創造するまち

地域の事業者や個人事業主が活躍し、事業継続ができる環境づくりを進める
・市内民営事業所数を増やすのではなく、事業継承のための支援を目標にすべきでは。
農業や水産業など、地域で安全な食が生産され、消費される環境づくりを進める
・現状と課題に矛盾した表現があるので、具体的な数値に置換するなど修正を検討。


